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はじめに 

 

近年、都市の建築物を木造・木質化する機運が高まっており、CLT 等の新たな木質建築部材はその中

核技術として大きな期待を集めている。一方でその普及を図るには、建築物の設計や施工に携わる専門家

などに向けて木造・木質化や CLT への関心や認知・理解度をさらに高めていく必要があるが、その点は

まだ充分とは言えない。 

これまで、平成 27 年度（2015 年度）に、実態調査・研究会運営・シンポジウムを実施。平成 28 年度

（2016 年度）には、調査や先駆事例の実地研究を行い、研究会で技術や法制度・ファイナンス等の課題

をあぶりだし、その研究成果をフォーラムやメディア等で提示した。さらに平成 29 年度（2017 年度）

は、木造・木質化や CLT の魅力を伝えるハンドブックを制作し、設計者を中心に広く配布した。平成 30

年度（2018 年度）は、現地見学会とそこで得た知見を広げるセミナーを開催した。平成 31 年度（2019

年度）は、建築従事者の意識・経験・課題や疑問等を把握し、普及活動（セミナーレビューや事例取材）

での態度変容や効果をはかった。令和 2年度（2020年度）は、海外（欧州）、および国内の木材を使った

建物に対する消費者意識調査を行い、意識の違いについて分析を行った。令和 3年度（2021年度）は、国

内の設計・施工者、不動産業界関係者、一般有職者に対して木造、木質建築物に対する意識や取り組みに

ついて分析を行った。令和 4 年度（2022 年度）は前年に引き続き木材利用の意識の変化を探るための調

査を実施し年 2回の情報は真のためのセミナーを行った。 

ただし、現段階では、一般的な設計者・施工者が中大規模木造建築物の重要性と意義や不動産価値の観

点からの認識を正しく理解し、中大規模木造建築の発注・設計・施工に積極的に取り組むにはまだ不十分

というのが実情と言える。 

 

 

そこで本事業は、建築分野で最も大きな影響力を持つ専門メディア「日経アーキテクチュア」と専門知

識を有する「日経 BP 総合研究所 社会インフララボ」、技術系専門 WEB メディア「日経クロステック」

との全面的な連携の元、普及期に入る低層非住宅と中大規模木造の建築を更に拡大させていくために、設

計者・施工者に対して木造・木質建築物への理解を深める普及啓発を目標とした。このことは我が国の重

要な資源である森林の循環利用を推し進めていくことにもつながる。 

手法として、中大規模建築物における木材の利用推進のため、普及性が高い木造の事例や木造・木質や

CLT の魅力に関する経験者の意見等についてセミナーやメディアを活用して下記内容の普及啓発を実施

した。 

 

【調査】 木造建築物に対する意識調査を国内の設計・施工者、不動産関連従事者、有職者を対象に

「建築物への木材利用に関する意識調査」を実施。 

【検討委員会の開催および事例／インタビュー取材】 「CLT 関連」と「低層非住宅・中大規模木造」

に関するセミナーおよび調査内容の検討、事例／インタビュー取材先検討に関して、検討委員を指名し、

セミナー講演内容や事例取材案件を検討するとともに、調査結果やセミナー、事例／インタビュー取材先

議論を行うため検討委員会を 2 回開催。 

【講習会（セミナー）の実施】 専門家の知見や勘所、ならびに国内意識調査の結果から導き出される

課題や方向性などについて設計者・施工者に提供するオンラインセミナーを 2 回開催。 

【情報発信】 個別取材の内容やセミナー講演の模様を、メディアを活用して広く設計者・施工者に提

供した。展開メディアは、日本最大級の建築総合情報サイト「日経クロステック（建築）」と建築総合誌

として日本最大部数の「日経アーキテクチュア」にて掲載。 
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第１章 事業の目的と概要 
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第 1 章 事業の目的と概要 

 

1-1 事業の目的  

 

本事業は建築物における、低層非住宅分野や中高層分野という有望ターゲットの木造化・木質化を推

進するための実態調査を実施し、セミナーや事例取材を多角的・効果的に実践することにより、新たな

木質部材・工法の開発と普及を支援するものである。 

また、WEBや雑誌における一連の情報発信を通じて、設計者等の木造・木質化への興味や理解度がどの

程度進んだかの調査も実施した。 
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1-2【調査】 

 

木材を使った建物に対する消費者意識調査を国内の設計・施工者、不動産関連従事者、有職者を対象

に実施し、立場の違いによる意識の違いを明らかにし課題抽出を行った。 

 

・「建築物への木材の利用に関する調査 2023年版」：有効回答数 設計・施工 122件、不動産 50件、 

有職者 296件（2023年 9月実施） 

 

1-3【検討委員会の開催および事例／インタビュー取材】 

 

「CLT関連」と「低層非住宅・中大規模木造」に関するセミナーおよび国際意識調査、事例取材に関して、

検討委員を指名し、セミナー講演内容や事例取材案件を検討するとともに、セミナーや事例取材を踏まえ

て、検討委員会を開催。 

 

※5月 22日開催 検討委員 

・芝浦工業大学 建築学部 教授、ビルディングランドスケープ 代表 山代悟氏 

・CSRデザイン環境投資顧問 代表取締役社長 堀江隆一氏 

・日本福祉大学 福祉工学科 建築バリアフリー専修 准教授 坂口大史氏 

・竹中工務店 木造・木質建築推進本部 シニアチーフエンジニア 小林道和氏 

・三菱地所 関連事業推進部 木造木質化事業推進室 統括  

兼三菱地所設計 R＆D推進部 木質建築ラボ チーフエンジニア海老澤渉氏 

 

※10月 11日開催時検討委員 

・芝浦工業大学 建築学部 教授、ビルディングランドスケープ 代表 山代悟氏 

・CSRデザイン環境投資顧問 代表取締役社長 堀江隆一氏 

・日本福祉大学 福祉工学科 建築バリアフリー専修 准教授 坂口大史氏 

・竹中工務店 木造・木質建築推進本部 シニアチーフエンジニア 小林道和氏 

・三菱地所 関連事業推進部 木造木質化事業推進室 統括  

兼三菱地所設計 R＆D推進部 木質建築ラボ チーフエンジニア海老澤渉氏 

 

※事例／インタビュー取材先 

・・高知県 

「高知県、環境不動産認定制度を全国初の運用へ」 

・三菱地所 

「三菱地所のチャレンジから木造・木質の価値を探る」 

・佐伯広域森林組合、ウイング、ウッドステーション、佐伯市 

「次世代に森林資源をつなぐ再造林を約束」 

・日本住宅・木材技術センター 

「国産木材利用住宅ラベル」 

・不動産業界で高まる「木造」「木質」のニーズ 

「建築物への木材の利用に課する調査」結果分析・解説 
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・立命館アジア太平洋大学教学新棟グリーンコモンズ 

「木三学」の活用を大学に広げる」 

・銀座髙木ビル 

「ビルの上に載った“部分木造”で不動産に新しい価値を」 

・リブウッド大阪城（都島プロジェクト） 

「大手ゼネコンでなくても中大規模木造建築は実現できる 

・nonowa国立SOUTH 

「地域に受け入れられる商業ビルを木造で」 

・ウッドライズ仙台 

   「木造ビルで開発投資資金を呼び込む」 

 

   

 

1-4【講習会（セミナー）の実施】 

 

専門家の知見や勘所をリアルな場で設計者・施工者に提供するセミナーを開催。 

・7月 21日「木材活用フォーラム 2023夏」：オンライン開催（事前登録者 960名／視聴数 594名） 

・12月 7日「木材活用フォーラム 2023冬」：オンライン開催（事前登録者 705名／視聴数 429名） 

 

1-5【情報発信】 

 

個別取材の内容やセミナー講演の模様を、メディアを活用して広く設計者・施工者に提供した。展開メデ

ィアは、日本最大級の建築総合情報サイト「日経クロステック（建築）」と建築総合誌として日本最大級

の部数を発行する「日経アーキテクチュア」にて掲載。 

・事例や個別取材、セミナー講演の内容を WEB 特設サイト「木材活用最前線」で広く情報発信 10 コンテ

ンツ）。 

・セミナー講演の誌上レビューを「日経アーキテクチュア」にて掲載（4色 4頁×2回）。 
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第２章 調査結果 
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第 3 章 検討委員会および事例取材 

 

近年、国が中心となって木材の建築物への活用を更に高めようという施策を進めており、「公共建築物

等における木材の利用の促進に関する法律」（2010 年～）、木材利用ポイント事業（2014 年）などが導入

された。我が国の重要な資源である森林の循環利用を進めていくには、木材需要のより一層の高まりが求

められている。 

 

 一方で実際に建築物への木材利用を高めるためには、設計者の木材活用を促す情報や各種法律・制度の

整備、流通、また、施主が求める経済効率や意匠上の価値向上など、様々な環境整備や情報の伝達が不可

欠になっているが、その点はまだ十分とは言えない。 

 

 本事業では、建築物における、低層非住宅分野や中高層分野という有望ターゲットの木造化・木質化を

推進するために、「CLT 関連」と「低層非住宅・中大規模木造」に関する国際意識調査、セミナーおよび

事例取材に関して、検討委員を指名し、セミナー講演内容や事例取材案件を検討するとともに、調査結果

や取材を踏まえて、検討委員会をオンラインも含めて開催した。 

 

 

 

3-1 検討委員会 委員と概要 

 

【2023 年 5 月 22 日開催 検討委員】 

・芝浦工業大学 建築学部 教授／ビルディングランドスケープ 代表 山代悟氏 

・CSR デザイン環境投資顧問 代表取締役社長 堀江隆一氏 

・日本福祉大学 福祉工学科 建築バリアフリー専修 准教授 坂口大史氏 

・竹中工務店 木造・木質建築推進本部 シニアチーフエンジニア 小林道和氏 

・三菱地所 関連事業推進部 木造木質化事業推進室 統括  

兼三菱地所設計 R&D 推進部 木質建築ラボ チーフエンジニア 海老澤 渉 氏 

＜事務局＞ 

日経 BP 総合研究所 フェロー 安達功 

日経 BP 総合研究所 社会インフララボ 上席研究員 小原隆 

日経 BP アカウントビジネス 1部  三宅賢一 

 

【2022年 10月 11日開催 検討委員】 

・芝浦工業大学 建築学部 教授／ビルディングランドスケープ 代表 山代悟氏 

・CSR デザイン環境投資顧問 代表取締役社長 堀江隆一氏 

・日本福祉大学 福祉工学科 建築バリアフリー専修 准教授 坂口大史氏 

・竹中工務店 木造・木質建築推進本部 シニアチーフエンジニア 小林道和氏 

・三菱地所 関連事業推進部 木造木質化事業推進室 統括  

兼三菱地所設計 R&D 推進部 木質建築ラボ チーフエンジニア 海老澤 渉 氏 
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＜事務局＞ 

 日経 BP 総合研究所 フェロー 安達功 

日経 BP 総合研究所 社会インフララボ 上席研究員 小原隆 

日経 BP アカウントビジネス 1部  三宅賢一 

 

 

【事例取材先】 

・立命館アジア太平洋大学教学新棟グリーンコモンズ 

「木三学」の活用を大学に広げる」 

・銀座髙木ビル 

「ビルの上に載った“部分木造”で不動産に新しい価値を」 

・リブウッド大阪城（都島プロジェクト） 

「大手ゼネコンでなくても中大規模木造建築は実現できる 

・nonowa国立SOUTH 

「地域に受け入れられる商業ビルを木造で」 

・ウッドライズ仙台 

 

【個別インタビュー取材】 

・高知県 

「高知県、環境不動産認定制度を全国初の運用へ」 

・三菱地所 

「三菱地所のチャレンジから木造・木質の価値を探る」 

・佐伯広域森林組合、ウイング、ウッドステーション、佐伯市 

「次世代に森林資源をつなぐ再造林を約束」 

・日本住宅・木材技術センター 

 

 

【検討委員会議題】 

（1）最新トピックス、最新動向の共有 

（2）国内「設計・施工者・不動産関係者・有職者」への「建築物への木材利用意識調査」内容検討 

（3）上記調査結果分析 

（4）web サイト掲載記事内容検討～候補出し 

（5）セミナー内容検討 
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第 4 章 講習会（セミナー）の実施 
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第 4 章 セミナー開催 

4-1 セミナーの概要 

近年、国が中心となって木材の建築物への活用を更に高めようという施策を進めており、「公共建築物

等における木材の利用の促進に関する法律」（2010 年～）、木材利用ポイント事業（2014 年）などが導入

された。2021年 10月に「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用促進に関す

る法律」が施行され、対象が公共建築物から、民間建築物を含む建築物一般に拡大され、木材を活用した

建築物の普及の機運が高まっている。我が国の重要な資源である森林の循環利用を進めていくには、木材

需要のより一層の高まりが求められている。 

 

 一方で実際に建築物への木材利用を高めるためには、設計者の木材活用を促す情報や各種法律・制度の

整備、流通、また、施主が求める経済効率や意匠上の価値向上など、様々な環境整備や情報の伝達が不可

欠になっているが、その点はまだ十分とは言えない。 

 

本事業では、建築物における、低層非住宅分野や中高層分野という有望ターゲットの木造化・木質化を

推進するために、木造・木質化や CLT の普及に貢献するポイントとはどういったものかを理解してもら

うため、専門家の知見や経験をリアルな場で設計者・施工者に提供し、また日本と諸外国における木材を

活用した建物に対する消費者意識の違いに関する調査結果の解説も織り込んだセミナーを開催した。 

 

7月 21日開催「木材活用フォーラム 2023夏/オンライン・594名視聴」、12月 7日開催「木材活用フォ

ーラム 2023・冬/オンライン・429名視聴」を実施。 

 

 

【セミナー概要】 

 

＜木材活用フォーラム 2023夏＞ 

・日 時 ： 2023年 7月 21日（金） 14:30～17:00（オンライン開催） 

・主 催 ： 日経 BP総合研究所 社会インフララボ/日経アーキテクチュア/日経クロステック 

・視聴数 ： 594名（事前登録者数：960名） 

・受講者 ： 設計事務所、建設会社、デベロッパー、官公庁、工務店・ハウスメーカー、建築物の発注者 

など 

 

＜木材活用フォーラム 2023冬＞ 

・日 時 ： 2023年 12月 7日（木）14:30～17:00（オンライン開催） 

・主 催 ： 日経 BP総研 社会インフララボ/日経アーキテクチュア/日経クロステック 

・視聴数 ： 429名（事前登録者数：705名） 

・受講者 ： 設計事務所、建設会社、デベロッパー、官公庁、工務店・ハウスメーカー、建築物の発注者 

など 
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4-2 木材活用フォーラム 2023 夏 

 

＜木材活用フォーラム 2023夏＞ 

・日 時 ： 2023年 7月 21日（金） 14:30～17:00（オンライン開催） 

・主 催 ： 日経 BP総合研究所 社会インフララボ/日経アーキテクチュア/日経クロステック 

・事前登録者数 ： 960名 

・当日視聴数 ： 594名 
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＜事前登録者属性＞ 
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4-3 木材活用フォーラム 2023 夏 

＜木材活用フォーラム 2023冬＞ 

・日 時 ： 2023年 12月 7日（木） 14:30～17:00（オンライン開催） 

・主 催 ： 日経 BP総合研究所 社会インフララボ/日経アーキテクチュア/日経クロステック 

・事前登録者数 ： 705名 

・当日視聴数 ： 429名 
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第 5 章 情報発信 

 

5-1 情報発信の概要 

 

近年、国が中心となって木材の建築物への活用を更に高めようという施策を進めており、「公共建築物等

における木材の利用の促進に関する法律」（2010年～）、木材利用ポイント事業（2014年）などが導入さ

れた。2021年10月に「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用促進に関する

法律」が施行され、対象が公共建築物から、民間建築物を含む建築物一般に拡大され、木材を活用した

建築物の普及の機運が高まっている。我が国の重要な資源である森林の循環利用を進めていくには、木

材需要のより一層の高まりが求められている。 

 

 非住宅分野での木造建築は確実に増えている一方で中大規模建築物をさらに増加・普及させるために

は、設計者の木材活用を促す情報や各種法律・制度の整備、流通、また、発注者が求める経済効率や意匠

上の価値向上、不動産価値向上など、様々な情報の伝達が不可欠になっている。加えて、脱炭素や SDGs、

ESG 投資の観点など関連する情報が広がっており、多角的な視点から木造建築の重要性と価値について

伝えていく必要がある。 

 

本事業では、建築物における、低層非住宅分野や中高層分野という有望ターゲットの木造化・木質化を

推進するために、木造・木質化や CLT の普及に貢献するポイントとはどういったものか、なぜ木造建築

に取り組む必要があるのかを理解してもらうため、日経 BP のメディアを活用した情報発信を行った。 

 

 

「セミナー」の誌上レビューを、建築雑誌で日本最大級の部数を発行する「日経アーキテクチュア」 

に掲載。さらに検討委員会での議論を踏まえた「事例取材」や「個別インタビュー取材」の様子も日経 BP 

の技術系サイト「日経クロステック」に設置した特設サイト「木材活用最前線」において掲載し、広く情

報発信に努めた。 
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5-2 日経アーキテクチュア 

 

＜2023年 9月 28日号＞ 

「木材活用フォーラム 2023夏レビュー」 

・P.115～116：木材活用フォーラム 2023夏：基調講演 

「木材活用に挑むマクドナルドの狙い」 

           （日本マクドナルド コミュニケーション＆CR本部 渉外部 部長 青木 卓也 氏 

日本マクドナルド 店舗開発本部 開発戦略部 兼 投資モデル適正化部 部長  

佐藤 弘樹 氏）  

・P.116～117  ： 木材活用フォーラム 2023夏：パネルディスカッション① 

          「カーボンニュートラルからネットゼロへ」 

・P.117～118  ： 木材活用フォーラム 2023夏：パネルディスカッション② 

          「象徴から普遍へ」 
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＜2024年 2月 22日号＞ 

「木材活用フォーラム 2023冬レビュー」 

・P.120  ： 木材活用フォーラム 2023冬：基調講演① 

「木でつくる懐かしい未来：木造建築の海外プロジェクトと担い手育成」 

（芝浦工業大学建築学部 教授／ビルディングランドスケープ共同主宰 山代悟氏） 

・P.121  ： 木材活用フォーラム 2023冬：基調講演② 

「欧州の木造建築や木材利用の最新動向、木造建築教育の現状：木造建築の海外プ 

ロジェクトと担い手育成」 

         （日本福祉大学健康科学部 福祉工学科建築バリアフリー専修 坂口 大史 氏） 

・P.122～123  ： 木材活用フォーラム 2023冬：パネルディスカッション 

「木造・木質建築の普及策を考える」 
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5-3 WEB特設サイト「木材活用最前線」 https://xtech.nikkei.com/feature/mokuzai/ 

 

＜事例取材＞ 

・P.134～138 ： 立命館アジア太平洋大学教学新棟グリーンコモンズ 

「木三学」の活用を大学に広げる」 

・P.143～148 ： 銀座髙木ビル 

「ビルの上に載った“部分木造”で不動産に新しい価値を」 

・P.149～154 ： リブウッド大阪城（都島プロジェクト） 

「大手ゼネコンでなくても中大規模木造建築は実現できる 

・P.155～159 ： nonowa国立SOUTH 

「地域に受け入れられる商業ビルを木造で」 

・P.163～169 ： ウッドライズ仙台 

          「木造ビルで開発投資資金を呼び込む」 

＜個別取材＞ 

・P.125～129  ： 高知県 

「高知県、環境不動産認定制度を全国初の運用へ」 

・P.130～133  ： 三菱地所 

「三菱地所のチャレンジから木造・木質の価値を探る」 

・P.139～142   ： 佐伯広域森林組合、ウイング、ウッドステーション、佐伯市 

「次世代に森林資源をつなぐ再造林を約束」 

・P.160～162  ： 日本住宅・木材技術センター 

「戸建て住宅に国産木材の活用レベルを示す」 

＜調査報告／解説＞ 

・P.170～174  ： 不動産業界で高まる「木造」「木質」のニーズ 

＜木材活用フォーラムから＞ 

・P.175～176  ： 木材活用フォーラム 2023夏：基調講演 

「木材活用に挑むマクドナルドの狙い」 

           （日本マクドナルド コミュニケーション＆CR本部 渉外部 部長 青木 卓也 氏 

日本マクドナルド 店舗開発本部 開発戦略部 兼 投資モデル適正化部 部長  

佐藤 弘樹 氏）  

・P.177～178  ： 木材活用フォーラム 2023夏：パネルディスカッション① 

          「カーボンニュートラルからネットゼロへ」 

・P.179～180  ： 木材活用フォーラム 2023夏：パネルディスカッション② 

          「象徴から普遍へ」 

・P.181～182  ： 木材活用フォーラム 2023冬：基調講演① 

「木でつくる懐かしい未来：木造建築の海外プロジェクトと担い手育成」 

（芝浦工業大学建築学部 教授／ビルディングランドスケープ共同主宰 山代悟氏） 

・P.183～184  ： 木材活用フォーラム 2023冬：基調講演② 

「欧州の木造建築や木材利用の最新動向、木造建築教育の現状：木造建築の海外プ 

ロジェクトと担い手育成」 

         （日本福祉大学健康科学部 福祉工学科建築バリアフリー専修 坂口 大史 氏） 

・P.185～187  ： 木材活用フォーラム 2023冬：パネルディスカッション 

「木造・木質建築の受給策を考える」 
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第 6 章 新たなる木造需要の創出に向けて 

 

6-1 新たなる木造需要の創出に向けて 

 

近年、国が中心となって木材の建築物への活用を更に高めようという施策を進めており、「公共建築物等

における木材の利用の促進に関する法律」（2010年～）、木材利用ポイント事業（2014年）などが導入さ

れた。2021年10月には「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用促進に関す

る法律」が施行。対象が公共建築物から、民間建築物を含む建築物一般に拡大され、中大型木造建築の

さらなる普及に向け我が国の重要な資源である森林の循環利用を進めていくには、木材需要の高まりが

求められている。 

 

 一方で実際に建築物への木材利用を高めるためには、設計者の木材活用を促す情報や各種法律・制度の

整備、流通、また、施主が求める経済効率や意匠上の価値向上など、様々な環境整備や情報の伝達が不可

欠になっているが、その点はまだ十分とは言えない。 

 

これまで、平成 27 年度（2015 年度）に、実態調査・研究会運営・シンポジウムを実施。平成 28 年度

（2016年度）には、調査や先駆事例の実地研究を行い、研究会で技術や法制度・ファイナンス等の課題を

あぶりだし、その研究成果をフォーラムやメディア等で提示した。さらに平成 29 年度（2017 年度）は、

木造・木質化や CLT の魅力を伝えるハンドブックを制作し、設計者を中心に広く配布した。平成 30 年度

（2018 年度）は、現地見学会とそこで得た知見を広げるセミナーを開催した。平成 31 年度（2019 年度）

は、建築従事者の意識・経験・課題や疑問等を把握し、普及活動（セミナーレビューや事例取材）での態

度変容や効果をはかった。令和 2年度（2020年度）は、海外の木造、木材活用に対する消費者の意識を調

査し、日本国内との違いについて分析を行った。令和 3年度～令和 5 年度（2021年度～2023 年度）は設

計者・施工者、不動産事業者、ビジネスパーソンに対する木材を使用した建築物に対する意識の定点調査

を行い、経年変化をみるとともに課題抽出を行った。中大規模木造建築に対する取り組みは着実に増加し

ているが、一過性のブームで終わらせることなく継続勝定着させていくためには現段階では、まだ一般的

な設計者・施工者が中大規模木造建築物の有益性や課題について正しく理解し、設計・施工に活かしてい

るとは言えない。また、発注者にとっては木造の中大規模建築に対して認識や評価が十分ではなく課題は

多いと考える。 

 

今後、低層非住宅や中大規模木造の建築を更に拡大させていくためには、設計者・施工者に対して低層

非住宅・中大規模木造建築物への理解を深める普及啓発を、引き続き実施する必要がある。これまで鉄筋

コンクリート（RC）造や鉄骨（S）造を主体に手がけてきた設計者・施工者にとって、低層非住宅や中大

規模木造建築物等は、建築の専門家ながら未経験のチャレンジになる。中大規模木造建築は着実に増えて

いているがさらに大きなムーブメントとするためには木造建築に関わる構造設計、意匠設計、施工に関わ

る人材を増やしていく施策が必要となる。 

一方、発注者側の意識も把握したうえで、テナントやユーザーの評価、不動産価値や企業価値について

の影響も考慮する必要性がある。脱炭素や SDGs、ESG投資の観点から木造建築の価値を再確認する必要や

設計者や施工者に、施工事例や設計手法、海外動向等の有益な情報、また需要増に大きな影響力を持つ発

注者の意識の変化をとらえ、正しい情報を数多く、かつ継続して発信することで、低層非住宅や中大規模

木造建築物等を日常的に手がけられる設計者や施工者を育成する事につながる。 

 


